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海洋汚染等防止法検査心得の一部改正について 

 

１．背景 

船舶からの有害液体物質の排出の規制については、千九百七十三年の船舶による汚染の防止のため

の国際条約に関する千九百七十八年の議定書（以下「マルポール条約」という。）附属書Ⅱ（ばら積み

の有害液体物質による汚染の規制のための規則）に基づき、国内においては、海洋汚染等及び海上災

害の防止に関する法律（昭和 45 年法律第 136 号）及び同法関係法令により担保されている。 

有害液体物質ばら積船については、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律の規定に基づく船

舶の設備等に関する技術上の基準等に関する省令（昭和 58 年運輸省令第 38 号）第 21 条第２項の有

害液体物質排出防止設備を設置することを義務付けている。ただし、同条第４項の規定が適用される

有害液体物質ばら積船については一部の設置義務を免除している。 

海洋汚染等防止法検査心得（以下「心得」という。）においては、同条第４項の規定が適用される有

害液体物質ばら積船について、「有害液体物質のうちいずれか 1 物質のみ又は貨物艙を洗浄すること

なく異種の有害液体物質を積載することが可能な性質（以下「相容性」という。）のある物質を繰り返

し積載する有害液体物質ばら積船等」と規定するとともに、相容性のある物質の組合せを規定してい

る。 

今般、有害液体物質ばら積船を運航する事業者から、パーム油、パーム核油及びパームオレインに

ついて、相容性のある物質の組合せに追加してほしいと要請があった。これを受けて検討を行った結

果、パーム油、パーム核油及びパームオレインは、いずれもアブラヤシの実から造られる油であり、

成分（油に含まれる脂肪酸）が重複しており、これらの物質は、貨物艙を洗浄することなく積載する

ことに問題がないことが分かった。 

 

２．主な改正内容（相容性のある物質の組合せの追加） 

相容性のある物質の組合せ（心得 I技術基準省令 21.4(a)(1)）に「パーム油、パーム核油及びパー

ムオレイン」を追加する。 

 

３．施行日 

令和４年１月 21 日 


